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第 7 章は結論であり、本論の成果を取りまとめている。 
 
 
（続紙 ２ ） 
 




(1) 1998 年から 2012 年までの 15 年間を対象にした荒砥沢ダムの流域水収支を計算し
た結果、1999 年から 2007 年までは長期的に流域貯水量が減少の傾向にあることが
推定され、2007 年 7 月時点で計算期間中最も乾燥した状態になっていた。荒砥沢
地すべりが発生した 2008 年 6 月の時点でも、他年に比べて流域貯水量は相対的に





果、両者ともに 3 MPa の載荷圧をかけて、当該地震動の加速を反映するせん断応
力をかけた場合において、初期間隙水圧をゼロに設定した非排水条件では地すべ
























学位論文として価値のあるものと認める。また、平成 29 年 1 月 23 日に、論文内容と
それに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
